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論 文 の 要 旨 
 統語分析は文理解に必要不可欠であるが、母語話者と比較すると英語学習者は統語的な手がかりを処理する








遂行するために統語的に曖昧な文(e.g., The little girl cut the apple with the plastic knife/the shiny coating) を用いた。
この文には前置詞句 (PP) を含んでおり、統語的に 2つの修飾位置が設定される。一方は前置詞句から距離の
ある動詞に修飾するもの (VP; cut with the plastic knife)、もう一方は前置詞句の直前にある名詞句に修飾するも
の (NP; apple with the shiny coating) である。さらに、統語的な負荷を強くするために、形容詞句を NPの直前
に挿入し、距離の要因を操作した。この場合、VPの条件にのみ統語的負荷が高くなると想定される。 







り詳細に検証した。この結果、母語話者の先行研究(Thornton, MacDonald, & Arnold, 2000) に反して、自己ペー
ス読み読解では修飾位置 2か所で顕著な差が見られなかった。自信度評定付きの選好課題の結果、修飾位置と
長さの交互作用が見られ、VP 条件で長いフレーズを挟んだ統語負荷の大きい条件で特に理解の困難が見られ
た。研究 1では実験 1, 2を統合して、学習者の prepositional phrase (PP) attachment（PP接続）の修飾位置は動
詞や文中の単語の語彙的、意味的な手がかりや情報によって決定されており、そういった情報が使えない際に
は PPをできるだけ直近の節に付加した (NP attachment)。また、学習者は読解中に文内の構成要素間の距離に
反応しないが、読解後には距離に応じた反応をしており、母語話者の読解パターンと完全に一致するものでは
ないが、距離への反応が母語話者と比べて遅れて起こった、と結論づけた。 
 研究 2では、2つの実験を通して学習者の詳細な文処理と文処理方略を観察するために思考発話法 (口頭で
読み手の思考を報告する) を応用した。文理解に応用するのは試みの段階であるため実験 3では、理解が困難








れていた。学習者の PP attachment の修飾位置に関する傾向・バイアスは一定ではなく、学習者の熟達度が向
上するにつれて、母語話者の傾向 (VP attachment) に変化すると考えられる。また、読解後の課題によって、
文処理プロセスも影響されていた。曖昧部分を解決する必要のある課題 (e.g., 選好課題) を読み手に課した場

















































  平成 29年 1月 30日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本
論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致
で合格と判定された。 
 
３ 結論 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を
有するものと認める。 
